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(57)【要約】
【課題】検査対象物について検査装置を用いて得た検査
計量値を基に検査対象物の良否を判定する検査装置にお
いて、検査対象物が良品であるか不良品であるかを判定
する良品判定基準を設定する良品判定基準設定方法。
【解決手段】複数の良品について検査装置を用いて得た
良品計量値の分布と、複数の不良品について検査装置を
用いて得た不良品計量値の分布とを求め、前記良品計量
値の分布と、前記不良品計量値の分布とを、横軸を検出
画素数、縦軸をサンプル数として同一の画面上に表示し
、当該同一の画面上において両者を比較して、上限の良
品判定基準を、前記良品計量値の分布において上限側に
おける不良品計量値の分布の下限より小さなものに設定
し、下限の良品判定基準を、下限側における不良品計量
値の分布の上限より大きなものに設定する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　食品が充填されている当該食品の包装容器を検査対象物として当該検査対象物の良否を
判定する検査装置において、前記検査対象物における検査対象のサイズが適正なサイズ内
にあるか否かを判定する良品判定基準を設定する良品判定基準設定方法であって、
　前記検査装置が前記検査対象物の画像を取り込む撮像手段によって取り込んだ画像信号
から得た検査計量値を基に前記検査対象物における検査対象のサイズが適正なサイズ内に
あるか否かを判定する画像検査装置であって、適正なサイズ内にあるか否かを判定する前
記検査対象について近赤外線による二値化処理を当該画像検査装置で行うことにより、前
記検査対象のサイズが適正なサイズ内にあるかを検査すると共に、
　前記検査対象のサイズが適正なサイズ内である複数の良品について、当該検査装置を用
いて得た良品計量値の分布と、前記検査対象のサイズが適正なサイズ外である複数の不良
品について当該検査装置を用いて得た不良品計量値の分布とを求め、
　前記良品計量値の分布と、前記不良品計量値の分布とを、横軸を検出画素数、縦軸をサ
ンプル数として同一の画面上に表示し、当該同一の画面上において両者を比較して、
　上限の良品判定基準を、前記良品計量値の分布において上限側における不良品計量値の
分布の下限より小さなものに設定し、
　下限の良品判定基準を、下限側における不良品計量値の分布の上限より大きなものに設
定する
　ことにより良品判定基準を設定する検査装置の良品判定基準設定方法。
【請求項２】
　前記食品が充填されている当該食品の包装容器が粉ミルクが充填されているミルク缶で
あることを特徴とする請求項１記載の検査装置の良品判定基準設定方法。
【請求項３】
　食品が充填されている当該食品の包装容器を検査対象物として当該検査対象物の画像を
取り込む撮像手段によって取り込んだ画像信号から得た検査計量値を基に前記検査対象物
における検査対象のサイズが適正なサイズ内にあるか否かを判定する画像検査装置におい
て、前記検査対象物における検査対象のサイズが適正なサイズ内にあるか否かを判定する
良品判定基準を設定する良品判定基準設定方法であって、
　適正なサイズ内にあるか否かを判定する前記検査対象について近赤外線による二値化処
理を当該画像検査装置で行うことにより、前記検査対象物における検査対象のサイズが適
正なサイズ内にあるかを検査すると共に
　前記検査対象物における検査対象のサイズが適正なサイズ内にある複数の良品について
、当該画像検査装置を用い、前記撮像手段によって取り込んだ画像信号から得た複数の良
品計量値が正規分布で表されると仮定して、良品平均値ＭＧと、良品標準偏差σＧとを求
め、
　前記検査対象物における検査対象のサイズが適正なサイズ外である複数の不良品につい
て、当該画像検査装置を用い、前記撮像手段によって取り込んだ画像信号から得た複数の
不良品計量値が正規分布で表されると仮定して、不良品平均値ＭＮＧと、不良品標準偏差
σＮＧとを求め、
　前記良品計量値の分布と、前記不良品計量値の分布とを、横軸を検出画素数、縦軸をサ
ンプル数として同一の画面上に表示し、
　前記同一の画面上において良品計量値の分布と、不良品計量値の分布とを比較して
　良品計量値の分布において、ＭＮＧ±ｋσＮＧ（ｋ＝６）に相当する検査計量値を良品
判定基準に設定する
　ことにより、上限の良品判定基準を、前記良品計量値の分布において上限側における不
良品計量値の分布の下限より小さなものに設定し、
　下限の良品判定基準を、下限側における不良品計量値の分布の上限より大きなものに設
定する
　ことを特徴とする画像検査装置の良品判定基準設定方法。
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【請求項４】
　前記食品が充填されている当該食品の包装容器が粉ミルクが充填されているミルク缶で
あることを特徴とする請求項３記載の画像検査装置の良品判定基準設定方法。
【請求項５】
　食品が充填されている当該食品の包装容器を検査対象物として当該検査対象物の画像を
取り込む撮像手段によって取り込んだ画像信号から得た検査計量値を基に前記検査対象物
における検査対象のサイズが適正なサイズ内にあるか否かを判定する画像検査装置におけ
る前記検査対象物における検査対象のサイズが適正なサイズ内にあるか否かを判定する良
品判定基準を設定する良品判定基準設定装置であって、
　前記画像検査装置は、適正なサイズ内にあるか否かを判定する前記検査対象について近
赤外線による二値化処理を行うことにより、前記検査対象物における検査対象のサイズが
適正なサイズ内にあるかを検査すると共に、
　前記検査対象物における検査対象のサイズが適正なサイズ内にある複数の良品について
、当該画像検査装置を用い、前記撮像手段によって取り込んだ画像信号から得た複数の良
品計量値が正規分布で表されると仮定して、良品平均値ＭＧと、良品標準偏差σＧとを演
算する第二の良品平均値・標準偏差演算手段と、
　前記検査対象物における検査対象のサイズが適正なサイズ外である複数の不良品につい
て、当該画像検査装置を用い、前記撮像手段によって取り込んだ画像信号から得た複数の
不良品計量値が正規分布で表されると仮定して、不良品平均値ＭＮＧと、不良品標準偏差
σＮＧとを演算する第二の不良品平均値・標準偏差演算手段と、
　前記良品計量値の分布と、前記不良品計量値の分布とを、横軸を検出画素数、縦軸をサ
ンプル数として同一の画面上に表示し、前記良品計量値の分布のＭＧ±ｋσＧ（ｋ＝６）
の範囲と、前記不良品計量値の分布のＭＮＧ±ｋσＮＧ（ｋ＝６）の範囲とを前記同一の
画面上で比較して表示する第二の分布状態画像表示手段と
　を備えていること
　により、上限の良品判定基準を、前記良品計量値の分布において上限側における不良品
計量値の分布の下限より小さなものに設定し、
　下限の良品判定基準を、下限側における不良品計量値の分布の上限より大きなものに設
定すること
　を特徴とする画像検査装置における良品判定基準設定装置。
【請求項６】
　前記食品が充填されている当該食品の包装容器が粉ミルクが充填されているミルク缶で
あることを特徴とする請求項５記載の画像検査装置における良品判定基準設定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、検査対象物の良否を判定する検査装置において、検査対象物が良品である
か不良品であるかを判定する良品判定基準を設定する良品判定基準設定方法及び、この方
法を実行する良品判定基準設定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　検査対象物から得た検査計量値を基に検査対象物の良否を判定する検査装置は従来から
広く用いられている。例えば、検査対象物の画像を取り込む撮像手段によって取り込んだ
画像信号から得た検査計量値を基に検査対象物の良否を判定する画像検査装置が従来から
飲食物容器等の品質検査などに広く使用されている。
【０００３】
　これは、一般的に、ＣＣＤカメラなどの撮像手段によって検査対象物を撮像し、この画
像信号をデジタル化し、適当な閾値でこの画像を二値化し、例えば、画素数などから良品
と不良品との判定を行うものである。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－１４８５１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述した画像検査装置のような検査装置において良品と不良品との判定を行う場合、例
えば、画像検査装置で画素数から良品と不良品との判定を行う場合には、予め良品判定基
準を設定しておき、その良品判定基準を満たさない検査対象物が不良品とされるのが一般
的である。
【０００６】
　これを発展させて、良品判定基準を設定する手法として、事前に、複数の良品について
、当該検査装置を用いて得た複数の良品計量値が正規分布で表されると仮定し、良品平均
値ＭＧと、良品標準偏差σＧとを求めて良品計量値分布を得て、良品平均値ＭＧ±ｋ×良
品標準偏差σＧ（ｋは正数）を良品判定基準とし、この良品判定基準を満たさないものを
不良品と認定する方法が考えられる。
【０００７】
　例えば、検査装置が画像検査装置である場合、前記撮像手段によって取り込んだ画像信
号から得た複数の良品計量値が正規分布で表されると仮定して、良品平均値ＭＧと、良品
標準偏差σＧとを求め、図６図示のような良品計量値分布を得て、良品平均値ＭＧ±ｋ×
良品標準偏差σＧ（ｋは正数）を良品判定基準とし、この良品判定基準を満たさないもの
を不良品と認定する手法である。
【０００８】
　前記のようにして良品判定基準を設定する場合、複数の不良品について、検査装置、例
えば、画像検査装置を用い、前記撮像手段によって取り込んだ画像信号から得た複数の不
良品計量値が正規分布で表されると仮定して、不良品平均値ＭＮＧと、不良品標準偏差σ

ＮＧとを求めて得た不良品計量値分布が図７のように、図６図示の良品計量値分布を挟ん
で表されるとすると、図７において符号１０３、１０４で表されている部分は、良品判定
基準を満たしているにもかかわらず、不良品が発生する可能性が存在する範囲になる。
【０００９】
　この場合、前記のようにして、良品であるにもかかわらず「不良品である」と認定され
て排除されてしまう良品が存在し得ることを受け入れた上で、良品判定基準を満たさない
ものを一律に「不良品である」と認定して排除しているにもかかわらず、良品と認定され
たものの中に不良品が混入してしまう、すなわち「不良品を良品であると判定してしまう
（＝不良品の良品判定）」ことになる。
【００１０】
　このような「不良品の良品判定」は、検査ミスとして取り扱わる。検査ミスは、数万回
に１回程度の可能性でしか生じないものであるが、例えば、検査対象物が人間に飲食され
る食品などである場合には、数万個に１個の割合ででも検査ミスが発生すれば、重大な問
題になる。
【００１１】
　そこで、検査精度の向上を図る努力が日々なされているが、前述したように、事前に検
査装置を用いて得た複数の良品計量値が正規分布で表されると仮定して、良品平均値ＭＧ

と、良品標準偏差σＧとを求め、良品計量値分布を得て、良品平均値ＭＧ±ｋ×良品標準
偏差σＧ（ｋは正数）を良品判定基準としても、複数の良品のみを対象とするのみでは、
図７を用いて説明した符号１０３、１０４で示す領域のような不良品発生を避けることは
できない。
【００１２】
　また、従来の検査装置には、その検査装置（例えば、画像検査装置）がいったん設定さ
れた良品判定基準の精度を維持し続けているかどうか、検査を行っている過程で自己診断
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できる機能は備えられていなかった。
【００１３】
　例えば、画像検査装置においては、画像取り込み用のＣＣＤカメラの光源が経時劣化し
たことなどに起因する光量低下、レンズの汚れ、ＣＣＤカメラの取り付けのがた、検査対
象物を搬送しているコンベアのノッキングやガイドのズレ、各種装置を接続する通信ケー
ブルのノイズ、などによって判定精度に変動が生じることがあるが、従来の画像検査装置
には、検査を継続している過程で、これらの外乱に起因して判定精度に変動が生じている
かどうか、すなわち、判定精度が維持されているか否かを判定できる機能が備えられてい
なかった。
【００１４】
　本発明は、検査対象物について検査装置を用いて得た検査計量値を基に検査対象物の良
否を判定する検査装置、例えば、検査対象物の画像を取り込む撮像手段によって取り込ん
だ画像信号から得た検査計量値を基に検査対象物の良否を判定する画像検査装置において
、検査対象物が良品であるか不良品であるかを判定する良品判定基準を設定する良品判定
基準設定方法であって、「不良品を良品であると判定してしまう」こと、すなわち、「不
良品の良品判定」を撲滅する（＝統計的にゼロにする）という品質管理上の目的を達成可
能にする良品判定基準設定方法及び、検査装置における良否判定基準設定装置を提供する
ことを目的にしている。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　前記目的の達成を目指す本願には、まず、検査装置の良品判定基準設定方法が記載され
ている。これは、検査対象物の良否を判定する検査装置において、検査対象物が良品であ
るか不良品であるかを判定する良品判定基準を設定する良品判定基準設定方法であって、
複数の良品について当該検査装置を用いて得た良品計量値の分布と、複数の不良品につい
て当該検査装置を用いて得た不良品計量値の分布とを求め、両者を比較して良品判定基準
を設定するものである。
【００１６】
　例えば、図１図示のように、良品計量値の分布（正規分布曲線４０）において、上限の
良品判定基準は、上限側における不良品計量値の分布（正規分布曲線４２）の下限より小
さなものとし、一方、下限の良品判定基準は、下限側における不良品計量値の分布（正規
分布曲線４１）の上限より大きなものとして良品判定基準を設定することとするものであ
る。
【００１７】
　このようにすれば、図６、図７を用いて説明したような、良品計量値の分布のみに基づ
いて良品判定基準を設定していた場合に比較して、良品であるにもかかわらず不良品であ
ると判定されるものの数が増える可能性があるが、「不良品を良品であると判定してしま
う」こと、すなわち、「不良品の良品判定」を統計的にゼロにすることが可能になる。
【００１８】
　このような検査装置における良品判定基準設定方法が実行される検査装置における良品
判定基準設定装置は、検査対象物の良否を判定する検査装置における検査対象物が良品で
あるか不良品であるかを判定する良品判定基準を設定する良品判定基準設定装置であって
、複数の良品について当該検査装置を用いて得た複数の良品計量値の分布を求める良品計
量値分布生成手段と、複数の不良品について当該検査装置を用いて得た複数の不良品計量
値の分布を求める不良品計量値分布生成手段と、前記良品計量値分布生成手段によって求
められた良品計量値の分布と、不良品計量値分布生成手段によって求められた不良品計量
値の分布とを同一の画面上に比較して表示する第一の分布状態画像表示手段とを備えてい
ることを特徴とするものである。
【００１９】
　この検査装置の良品判定基準設定装置における第一の分布状態画像表示手段によって、
同一の画面上に良品計量値の分布と不良品計量値の分布とが、例えば、図１や図３のよう
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に、表示されるので、両者を比較して、例えば、良品計量値の分布（正規分布曲線４０）
において、上限の良品判定基準を、上限側における不良品計量値の分布（正規分布曲線４
２）の下限より小さく、一方、下限の良品判定基準を、下限側における不良品計量値の分
布（正規分布曲線４１）の上限より大きくして良品判定基準を設定することとができる。
【００２０】
　こうして、図６、図７を用いて説明したような、良品計量値の分布のみに基づいて良品
判定基準を設定していた場合に比較して、良品であるにもかかわらず不良品であると判定
されるものの数が増える可能性があっても、「不良品を良品であると判定してしまう」こ
と、すなわち、「不良品の良品判定」を統計的にゼロにすることが可能になる。
【００２１】
　前述した検査装置の良品判定基準設定方法及び、検査装置における良品判定基準設定装
置は、検査装置が検査対象物の画像を取り込む撮像手段によって取り込んだ画像信号から
得た検査計量値を基に検査対象物の良否を判定する画像検査装置である場合に採用するこ
とができる。
【００２２】
　また、本願には、検査装置の他の良品判定基準設定方法が記載されている。これは、検
査対象物の良否を判定する検査装置において、検査対象物が良品であるか不良品であるか
を判定する良品判定基準を設定する良品判定基準設定方法であって、複数の良品について
、当該検査装置を用いて得た複数の良品計量値が正規分布で表されると仮定して、良品平
均値ＭＧと、良品標準偏差σＧとを求め、複数の不良品について、当該検査装置を用いて
得た複数の不良品計量値が正規分布で表されると仮定して、不良品平均値ＭＮＧと、不良
品標準偏差σＮＧとを求め、良品計量値の分布と、不良品計量値の分布とを比較して良品
判定基準を設定するものである。
【００２３】
　ここで、良品計量値の分布と、不良品計量値の分布とを比較して良品判定基準を設定す
る工程は、例えば、良品計量値の分布において、ＭＮＧ±ｋσＮＧ（ｋは正数であって、
好ましくは、ｋ＝３、４、５または６、より好ましくは、ｋ＝６）に相当する検査計量値
を良品判定基準に設定することができる。
【００２４】
　また、良品計量値の分布と、不良品計量値の分布とを比較して良品判定基準を設定する
工程は、良品計量値の分布と、不良品計量値の分布とを、それぞれ、同一の画面上に図１
や図３図示のように表示して行うことができ、より好ましくは、同一の画面上に、ＭＧ±
ｋσＧ（ｋ＝１、２、３、４、５または６）の範囲と、ＭＮＧ±ｋσＮＧ（ｋ＝１、２、
３、４、５または６）の範囲とを表示し、またｋに応じて範囲を色分け表示する等して、
両者を比較して行うことができる。
【００２５】
　そして、前述した良品判定基準設定方法が実施される良品判定基準設定装置は、検査対
象物の良否を判定する検査装置における検査対象物が良品であるか不良品であるかを判定
する良品判定基準を設定する良品判定基準設定装置であって、複数の良品について、当該
検査装置を用いて得た複数の良品計量値が正規分布で表されると仮定して、良品平均値Ｍ

Ｇと、良品標準偏差σＧとを演算する第一の良品平均値・標準偏差演算手段と、複数の不
良品について、当該検査装置を用いて得た複数の不良品計量値が正規分布で表されると仮
定して、不良品平均値ＭＮＧと、不良品標準偏差σＮＧとを演算する第一の不良品平均値
・標準偏差演算手段と、良品計量値の分布と、不良品計量値の分布とを同一の画面上に比
較して表示する第一の分布状態画像表示手段とを備えていることを特徴とする検査装置に
おける良品判定基準設定装置である。
【００２６】
　この検査装置の良品判定基準設定装置における第一の分布状態画像表示手段によって、
図１や図３のように、同一の画面上に表示された、良品計量値の分布と、不良品計量値の
分布とを比較して、例えば、良品計量値の分布において、ＭＮＧ±ｋσＮＧ（ｋは正数で
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あって、好ましくは、ｋ＝３、４、５または６、より好ましくは、ｋ＝６）に相当する検
査計量値を良品判定基準に設定することができる。
【００２７】
　また、このように、同一の画面上に表示された良品計量値の分布と、不良品計量値の分
布とは、それぞれ、ＭＧ±ｋσＧ（ｋ＝１、２、３、４、５または６）の範囲と、ＭＮＧ

±ｋσＮＧ（ｋ＝１、２、３、４、５または６）の範囲とを表示し、またｋに応じて範囲
を色分け表示する等して、両者を比較して行えるようにすることができる。
【００２８】
　発明者等の実験によれば、良品計量値の分布において、ＭＮＧ±ｋσＮＧ（ｋ＝６）に
相当する検査計量値を良品判定基準に設定すれば、「不良品を良品であると判定してしま
う」ことを撲滅すること、すなわち、「不良品の良品判定」を撲滅する（＝統計的にゼロ
にする）ことが可能であった。
【００２９】
　前述した良品判定基準設定方法は、検査装置を前述した画像検査として行うことができ
る。すなわち、本願に記載されている画像検査装置の良品判定基準設定方法は、検査対象
物の画像を取り込む撮像手段によって取り込んだ画像信号から得た検査計量値を基に検査
対象物の良否を判定する画像検査装置において、検査対象物が良品であるか不良品である
かを判定する良品判定基準を設定する良品判定基準設定方法であって、複数の良品につい
て、当該画像検査装置を用い、前記撮像手段によって取り込んだ画像信号から得た複数の
良品計量値が正規分布で表されると仮定して、良品平均値ＭＧと、良品標準偏差σＧとを
求め、複数の不良品について、当該画像検査装置を用い、前記撮像手段によって取り込ん
だ画像信号から得た複数の不良品計量値が正規分布で表されると仮定して、不良品平均値
ＭＮＧと、不良品標準偏差σＮＧとを求め、良品計量値の分布と、不良品計量値の分布と
を比較して良品判定基準を設定することを特徴とするものである。
【００３０】
　ここで、前述したように、良品計量値の分布と、不良品計量値の分布とを比較して良品
判定基準を設定する工程は、例えば、良品計量値の分布において、ＭＮＧ±ｋσＮＧ（ｋ
は正数であって、好ましくは、ｋ＝３、４、５または６、より好ましくは、ｋ＝６）に相
当する検査計量値を良品判定基準に設定することができる。
【００３１】
　また、良品計量値の分布と、不良品計量値の分布とを比較して良品判定基準を設定する
工程は、図１や図３図示のように、良品計量値の分布と、不良品計量値の分布とを、それ
ぞれ、同一の画面上に表示して行うことができ、より好ましくは、同一の画面上に、ＭＧ

±ｋσＧ（ｋ＝１、２、３、４、５または６）の範囲と、ＭＮＧ±ｋσＮＧ（ｋ＝１、２
、３、４、５または６）の範囲とを表示し、またｋに応じて範囲を色分け表示する等して
、両者を比較するようにできる。
【００３２】
　このような良品判定基準設定方法が実施される良品判定基準設定装置は、検査対象物の
画像を取り込む撮像手段によって取り込んだ画像信号から得た検査計量値を基に検査対象
物の良否を判定する画像検査装置における検査対象物が良品であるか不良品であるかを判
定する良品判定基準を設定するものであって、複数の良品について、当該画像検査装置を
用い、前記撮像手段によって取り込んだ画像信号から得た複数の良品計量値が正規分布で
表されると仮定して、良品平均値ＭＧと、良品標準偏差σＧとを演算する第二の良品平均
値・標準偏差演算手段と、複数の不良品について、当該画像検査装置を用い、前記撮像手
段によって取り込んだ画像信号から得た複数の不良品計量値が正規分布で表されると仮定
して、不良品平均値ＭＮＧと、不良品標準偏差σＮＧとを演算する第二の不良品平均値・
標準偏差演算手段と、良品計量値の分布と、不良品計量値の分布とを同一の画面上に比較
して表示する第二の分布状態画像表示手段とを備えていることを特徴とするものである。
【００３３】
　この画像検査装置の良品判定基準設定装置における第二の分布状態画像表示手段によっ
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て、同一の画面上に表示された、良品計量値の分布と、不良品計量値の分布とを比較して
、前記と同様に、例えば、良品計量値の分布において、ＭＮＧ±ｋσＮＧ（ｋは正数であ
って、好ましくは、ｋ＝３、４、５または６、より好ましくは、ｋ＝６）に相当する検査
計量値を良品判定基準に設定することができる。
【００３４】
　また、このように、同一の画面上に表示された良品計量値の分布と、不良品計量値の分
布（例えば、図１や図３に図示）とは、それぞれ、ＭＧ±ｋσＧ（ｋ＝１、２、３、４、
５または６）の範囲と、ＭＮＧ±ｋσＮＧ（ｋ＝１、２、３、４、５または６）の範囲と
を表示し、またｋに応じて範囲を色分け表示する等して、両者を比較するようにできる。
【００３５】
　前述したように、発明者等の実験によれば、良品計量値の分布において、ＭＮＧ±ｋσ

ＮＧ（ｋ＝６）に相当する検査計量値を良品判定基準に設定すれば、「不良品を良品であ
ると判定してしまう」ことを撲滅すること、すなわち、「不良品の良品判定」を撲滅する
（＝統計的にゼロにする）ことが可能であった。
【００３６】
　以上説明した本願に記載されている検査装置（例えば、画像検査装置）の良品判定基準
設定方法と、検査装置（例えば、画像検査装置）の良品判定基準設定装置によれば、例え
ば、新しい検査装置を用いて実際に検査対象物の検査を開始する前に、本願に記載されて
いる検査装置の良品判定基準設定装置を用いて、本願に記載されている検査装置の良品判
定基準設定方法を実施することにより、当該新しい検査装置に最初から設定されている良
品判定基準がどの程度のものであるか、すなわち、当該新しい検査装置による良品判定の
精度を確認することができる。
【００３７】
　本願に記載されている装置及び方法によって設定された良品判定基準（例えば、良品計
量値の分布において、ＭＮＧ±ｋσＮＧ（ｋは正数であって、好ましくは、ｋ＝３、４、
５または６、より好ましくは、ｋ＝６）に相当する検査計量値）と、当該新しい検査装置
に最初から設定されている良品判定基準とを比較することにより、当該新しい検査装置に
よる良品判定の精度を確認することが可能になる。
【００３８】
　そこで、本願に記載されている前述した検査装置の良品判定基準設定装置には、更に、
前述した本発明の方法によって設定した良品判定基準（例えば、良品計量値の分布におい
て、ＭＮＧ±ｋσＮＧ（ｋは正数であって、好ましくは、ｋ＝３、４、５または６、より
好ましくは、ｋ＝６）に相当する検査計量値）と、当該新しい検査装置に最初から設定さ
れている良品判定基準とを比較する比較判定処理部を備えさせることができる。
【００３９】
　これは、検査装置が前述した画像検査装置である場合にも採用することができる。
【００４０】
　以上に説明した本願に記載されている検査装置（例えば、画像検査装置）の良品判定基
準設定方法と、検査装置（例えば、画像検査装置）の良品判定基準設定装置によれば、検
査対象物について検査装置を用いて得た検査計量値を基に検査対象物の良否を判定する検
査装置、例えば、検査対象物の画像を取り込む撮像手段によって取り込んだ画像信号から
得た検査計量値を基に検査対象物の良否を判定する画像検査装置において、検査対象物が
良品であるか不良品であるかを判定する良品判定基準を設定する良品判定基準設定方法で
あって、「不良品を良品であると判定してしまう」こと、すなわち、「不良品の良品判定
」を撲滅する（＝統計的にゼロにする）という品質管理上の目的を達成可能にする良品判
定基準設定方法及び、検査装置における良否判定基準設定装置を提供することができる。
【００４１】
　更に、本件特許出願には、検査装置の判定処理精度判定方法が記載されている。これは
、検査対象物について検査装置を用いて得た検査計量値を基に検査対象物の良否を判定す
る検査装置において、前記判定処理の精度を判定する方法であって、複数の良品について
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、当該検査装置を用いて得た複数の良品計量値が正規分布で表されると仮定して、良品平
均値ＭＧと、良品標準偏差σＧとを求め、複数の検査対象物について、当該検査装置を用
いて得た複数の検査計量値が正規分布で表されると仮定して、検査平均値ＭＳと、検査標
準偏差σＳとを求め、前記良品平均値ＭＧを中心として予め定められている範囲に設定さ
れている良品平均範囲と、前記検査平均値ＭＳとを比較する、または、前記良品標準偏差
σＧを中心として予め定められている範囲に設定されている良品標準偏差範囲と、前記検
査標準偏差σＳとを比較する、若しくは、前記良品平均値ＭＧを中心として予め定められ
ている範囲に設定されている良品平均範囲と、前記検査平均値ＭＳとを比較すると共に前
記良品標準偏差σＧを中心として予め定められている範囲に設定されている良品標準偏差
範囲と、前記検査標準偏差σＳとを比較することを特徴とするものである。
【００４２】
　そして、かかる方法を実行する検査装置における判定処理の精度を判定する判定処理精
度判定装置は、検査対象物について検査装置を用いて得た検査計量値を基に検査対象物の
良否を判定する検査装置における前記判定処理の精度を判定する判定処理精度判定装置で
あって、複数の良品について、当該検査装置を用いて得た複数の良品計量値が正規分布で
表されると仮定して、良品平均値ＭＧと、良品標準偏差σＧとを演算する第一の良品平均
値・標準偏差演算手段と、複数の検査対象物について、当該検査装置を用いて得た複数の
検査計量値が正規分布で表されると仮定して、検査平均値ＭＳと、検査標準偏差σＳとを
演算する第一の検査平均値・標準偏差演算手段と、前記良品平均値ＭＧを中心として予め
定められている範囲に設定されている良品平均範囲と、前記検査平均値ＭＳとを比較する
第一の良品平均値・検査平均値比較処理手段、または、前記良品標準偏差σＧを中心とし
て予め定められている範囲に設定されている良品標準偏差範囲と、前記検査標準偏差σＳ

とを比較する第一の良品標準偏差・検査標準偏差比較処理手段、若しくは、前記良品平均
値ＭＧを中心として予め定められている範囲に設定されている良品平均範囲と、前記検査
平均値ＭＳとを比較する第一の良品平均値・検査平均値比較処理手段と、良品標準偏差σ

Ｇを中心として予め定められている範囲に設定されている良品標準偏差範囲と、前記検査
標準偏差σＳとを比較する第一の良品標準偏差・検査標準偏差比較処理手段との双方を備
えていることを特徴とするものである。
【００４３】
　この検査装置の判定処理精度判定方法、検査装置における判定処理精度判定装置は、検
査装置が前述した画像検査装置である場合にも適用することができる。
【００４４】
　すなわち、本件特許出願に記載されている画像検査装置の判定処理精度判定方法は、検
査対象物の画像を取り込む撮像手段によって取り込んだ画像信号から得た検査計量値を基
に検査対象物の良否を判定する画像検査装置において、前記判定処理の精度を判定する方
法であって、複数の良品について、当該画像検査装置を用い、前記撮像手段によって取り
込んだ画像信号から得た複数の良品計量値が正規分布で表されると仮定して、良品平均値
ＭＧと、良品標準偏差σＧとを求め、複数の検査対象物について、当該画像検査装置を用
い、前記撮像手段によって取り込んだ画像信号から得た複数の検査計量値が正規分布で表
されると仮定して、検査平均値ＭＳと、検査標準偏差σＳとを求め、前記良品平均値ＭＧ

を中心として予め定められている範囲に設定されている良品平均範囲と、前記検査平均値
ＭＳとを比較する、または、前記良品標準偏差σＧを中心として予め定められている範囲
に設定されている良品標準偏差範囲と、前記検査標準偏差σＳとを比較する、若しくは、
前記良品平均値ＭＧを中心として予め定められている範囲に設定されている良品平均範囲
と、前記検査平均値ＭＳとを比較すると共に前記良品標準偏差σＧを中心として予め定め
られている範囲に設定されている良品標準偏差範囲と、前記検査標準偏差σＳとを比較す
ることを特徴とするものである。
【００４５】
　そして、かかる方法を実行する画像検査装置における判定処理の精度を判定する判定処
理精度判定装置は、検査対象物の画像を取り込む撮像手段によって取り込んだ画像信号か
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ら得た検査計量値を基に検査対象物の良否を判定する画像検査装置における前記判定処理
の精度を判定するものであって、複数の良品について、当該画像検査装置を用い、前記撮
像手段によって取り込んだ画像信号から得た複数の良品計量値が正規分布で表されると仮
定して、良品平均値ＭＧと、良品標準偏差σＧとを演算する第二の良品平均値・標準偏差
演算手段と、複数の検査対象物について、当該画像検査装置を用い、前記撮像手段によっ
て取り込んだ画像信号から得た複数の検査計量値が正規分布で表されると仮定して、検査
平均値ＭＳと、検査標準偏差σＳとを演算する第二の検査平均値・標準偏差演算手段と、
前記良品平均値ＭＧを中心として予め定められている範囲に設定されている良品平均範囲
と、前記検査平均値ＭＳとを比較する第二の良品平均値・検査平均値比較処理手段、また
は、前記良品標準偏差σＧを中心として予め定められている範囲に設定されている良品標
準偏差範囲と、前記検査標準偏差σＳとを比較する第二の良品標準偏差・検査標準偏差比
較処理手段、若しくは、前記良品平均値ＭＧを中心として予め定められている範囲に設定
されている良品平均範囲と、前記検査平均値ＭＳとを比較する第二の良品平均値・検査平
均値比較処理手段と、良品標準偏差σＧを中心として予め定められている範囲に設定され
ている良品標準偏差範囲と、前記検査標準偏差σＳとを比較する第二の良品標準偏差・検
査標準偏差比較処理手段との双方、を備えていることを特徴とするものである。
【００４６】
　かかる検査装置の判定処理精度判定方法と、検査装置における判定処理の精度を判定す
る判定処理精度判定装置、また、画像検査装置の判定処理精度判定方法と、画像検査装置
における判定処理の精度を判定する判定処理精度判定装置とによれば、良品平均値ＭＧを
中心として予め定められている範囲に設定されている良品平均範囲と、前記検査平均値Ｍ

Ｓとを比較することにより、検査計量値のドリフトを把握することができる。また、良品
標準偏差σＧを中心として予め定められている範囲に設定されている良品標準偏差範囲と
、前記検査標準偏差σＳとを比較することにより、検査計量値のバラツキを把握すること
ができる。
【００４７】
　そして、これらの検査計量値のドリフトの把握、検査計量値のバラツキの把握から、検
査を行っている過程でＣＣＤカメラのレンズの汚れなどの外乱によって生じた判定精度の
変動を把握し、初期に設定された判定制度が維持されているかどうかを判定することがで
きる。
【発明の効果】
【００４８】
　本発明によれば、検査対象物について検査装置を用いて得た検査計量値を基に検査対象
物の良否を判定する検査装置、例えば、検査対象物の画像を取り込む撮像手段によって取
り込んだ画像信号から得た検査計量値を基に検査対象物の良否を判定する画像検査装置に
おいて、検査対象物が良品であるか不良品であるかを判定する良品判定基準を設定する良
品判定基準設定方法であって、「不良品を良品であると判定してしまう」こと、すなわち
、「不良品の良品判定」を撲滅する（＝統計的にゼロにする）という品質管理上の目的を
達成可能にする良品判定基準設定方法及び、検査装置における良否判定基準設定装置を提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】複数の良品（スプーン１本）、複数の不良品（スプーン０本、２本）についての
画像検査装置による計量値の分布を表す図。
【図２】曲線で表される良品の分布状態を直線での表示に変換する状態を説明する図。
【図３】画面に直線で表示されている分布状態を参考にして良品判定基準を設定する工程
を説明する。
【図４】画面に直線で表示されている検査平均値の分布状態を参考にして平均値のバラツ
キを判定する工程を説明する図。
【図５】画像検査装置の撮像手段部分を説明する側面図。
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【図６】良品の分布のみに基づいて良品判定基準設定を設定する方法を説明する図。
【図７】良品の分布のみに基づいて良品判定基準設定を設定する方法を更に詳しく説明す
る図。
【図８】本発明の装置構成を説明する装置構成概略図。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５０】
　以下、添付図面を参照して良品判定基準設定方法及び検査装置における良否判定基準設
定装置、並びに、良否判定処理の精度を判定する方法及び検査装置における判定処理精度
判定装置が、画像検査装置に適用される場合について説明する。
【００５１】
　図５は、良否判定基準設定装置２、判定処理精度判定装置３が適用される画像検査装置
１における撮像部の一例を説明するものである。
【００５２】
　搬送コンベア１０１により検査対象物１００が搬送されていく際に、搬送コンベア１０
１の上側に配備されているＣＣＤカメラ１０２により検査対象物１００の画像を取り込む
ようになっている。図５の例では、検査対象物１００を、直径３７０ｍｍの円筒状のミル
ク缶とし、このミルク缶の中に粉ミルクが充填され、この粉ミルクの上に置かれているス
プーンの状態について画像検査装置で検査するようになっている。
【００５３】
　図５中、符号１０３、１０４で示されているものは、それぞれ、ピンホールレンズ、近
赤外線ＬＥＤである。リング型照明１０５及び、検査対象物１００の上端から３０ｍｍの
高さに配置されている拡散板１０６によって検査対象物１００（直径３７０ｍｍの円筒状
ミルク缶）の内部に照明光が均等にあたるようになっている。
【００５４】
　図５図示の例では、粉ミルクの上に置かれているスプーンの状態として、スプーンの本
数（正確な本数である１本が置かれているか、間違って１本も置かれていない＝０本、あ
るいは複数本が置かれていることなどがないか）を確認するため、近赤外光によるターゲ
ットの二値化処理を画像検査装置で行って検査するよう、符号１０４で表されている近赤
外ＬＥＤが使用されている。粉ミルクの上に置かれるスプーンの状態として、スプーンの
色（青色、黄色など、ミルク缶の中に装填されている粉ミルクの種類に対応した色のスプ
ーンが置かれているかどうか）を確認するならば、符号１０４で表されている部分に白色
光を採用し、画像検査装置で色の三要素（輝度、色相、色彩）にベクトル分析する処理を
行って検査することができる。
【００５５】
　ＣＣＤカメラ１０２により取り込まれた検査対象物１００の画像は、図８図示のように
画像検査装置１を介して、あるいは、直接、良品判定基準設定装置２や判定処理精度判定
装置３に送られる。
【００５６】
　画像検査装置１、良品判定基準設定装置２、判定処理精度判定装置３はいずれも、外部
との情報交換・双方向通信を可能にするインターフェース部、キーボード及びポインティ
ングデバイスなどからなる情報取得手段、ＣＲＴ画面などの画面への画像表示部、印刷部
及び前記のインターフェース部などからなる情報出力手段、記憶部、演算処理部などを備
え、以下に説明する各処理動作を当該コンピュータに実行させるコンピュータプログラム
の指令及び、前記の形態のような情報取得手段で取得した指令、情報に従って以下に説明
する各処理動作を行うパーソナルコンピュータ等のコンピュータによって構成することが
できる。
【００５７】
　以下、検査対象物１００（直径３７０ｍｍの円筒状ミルク缶）の内部に装填された粉ミ
ルクの上に置かれているスプーンの状態として、スプーンの本数（正確な本数である１本
が置かれているか、間違って１本も置かれていない＝０本、あるいは複数本置かれている
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ことなどがないか）を確認する処理動作における、良品判定基準設定装置２、本発明の判
定処理精度判定装置３が実行する良品判定基準設定方法、本発明の判定処理精度判定方法
を説明する。
【００５８】
　良品判定基準設定方法においては、まず、検査対象物１００として複数の良品（例えば
、検査対象物１００である円筒状ミルク缶の内部に装填された粉ミルクの上に置かれてい
るスプーンの本数が正確な本数である１本）を用い、画像検査装置１のＣＣＤカメラ１０
２によって取り込んだ画像信号から得た複数の良品計量値が正規分布で表されると仮定し
て、良品平均値ＭＧと、良品標準偏差σＧとを求める処理が行われる。
【００５９】
　この処理は、良品判定基準設定装置２におけるコンピュータの処理動作部である良品平
均値・標準偏差演算手段２１によって行われ、求められた良品平均値ＭＧと、良品標準偏
差σＧ、良品分布は記憶部にデータとして保存される。
【００６０】
　こうして得た良品の分布を、良品判定基準設定装置２の画像表示手段２４によって良品
判定基準設定装置２のＣＲＴ画面２５あるいは、画像検査装置１の画像表示手段１１によ
って画像検査装置１のＣＲＴ画面１２へ画像表示すると、例えば、図１、図２に符号４０
で表されている正規分布曲線になる。なおこの正規分布曲線は、画像表示手段２４、画像
表示手段１１によって、良品平均値ＭＧから、良品標準偏差σＧの整数倍が加算あるいは
減算される領域毎に色彩を異ならせて画像表示することができる。
【００６１】
　次に、良品判定基準設定方法においては、検査対象物１００として複数の不良品（例え
ば、検査対象物１００である円筒状ミルク缶の内部に装填された粉ミルクの上に置かれて
いるスプーンの本数が不正確な本数である０本（正規の本数－１）あるいは複数本、この
例では２本（正規の本数＋１））を用い、画像検査装置１により、ＣＣＤカメラ１０２に
よって取り込んだ画像信号から得た複数の不良品計量値が正規分布で表されると仮定して
、不良品平均値ＭＮＧと、不良品標準偏差σＮＧとを求める処理が行われる。
【００６２】
　この処理は、良品判定基準設定装置２におけるコンピュータの処理動作部である不良品
平均値・標準偏差演算手段２２によって行われ、求められた不良品平均値ＭＮＧと、不良
品標準偏差σＮＧ、不良品分布は記憶部にデータとして保存される。
【００６３】
　こうして得た不良品の分布を、良品判定基準設定装置２の画像表示手段２４によって良
品判定基準設定装置２のＣＲＴ画面２５あるいは、画像検査装置１の画像表示手段１１に
よって画像検査装置１のＣＲＴ画面１２へ画像表示すると、例えば、図１に符号４１、４
２で表されている正規分布曲線になる（符号４１で表されている正規分布曲線が粉ミルク
の上に置かれているスプーンの本数が０本、符号４２で表されている正規分布曲線が粉ミ
ルクの上に置かれているスプーンの本数が２本の場合である）。この正規分布曲線も、画
像表示手段２４、画像表示手段１１によって、不良品平均値ＭＮＧから、不良品標準偏差
σＮＧの整数倍が加算あるいは減算される領域毎に色彩を異ならせて画像表示することが
できる。
【００６４】
　いずれもコンピュータの処理動作部である良品判定基準設定装置２の画像表示手段２４
、画像検査装置１の画像表示手段１１は、前記のような正規分布曲線４０、４１、４２を
、直線で表現する機能を有しており、例えば、図２図示の正規分布曲線４０を、図２に符
号４３で表される直線に表示することができる。このように直線に表示する場合も、画像
表示手段２４、画像表示手段１１によって、良品平均値ＭＧから、良品標準偏差σＧの整
数倍が加算あるいは減算される領域毎、不良品平均値ＭＮＧから、不良品標準偏差σＮＧ

の整数倍が加算あるいは減算される領域毎に色彩を異ならせて画像表示することができる
。
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【００６５】
　良品判定基準設定装置２は、コンピュータの処理動作部である分布状態画像表示手段２
３を備えており、この分布状態画像表示手段２３によって、前記のように記憶部にデータ
保存されている良品計量値の分布と、不良品計量値の分布とを同一の画面上に比較して表
示することができる。
【００６６】
　例えば、分布状態画像表示手段２３によって、図１図示のように、正規分布曲線の状態
で前述した正規分布曲線４０、４１、４２によって、良品計量値の分布と、不良品計量値
の分布とを同一の画面上に比較して表示する。あるいは、図３図示のように、直線の状態
で、良品計量値の分布と、不良品計量値の分布とを同一の画面上に比較して表示する。
【００６７】
　このようにして、良品判定基準設定方法における、良品計量値の分布と、不良品計量値
の分布とを比較した良品判定基準を設定する工程が行われる。
【００６８】
　例えば、図１図示のように、良品計量値の分布（正規分布曲線４０）において、不良品
計量値の分布（正規分布曲線４１）の不良品平均値であるＭＮＧに６σＮＧを加算した位
置を下限の良品判定基準、不良品計量値の分布（正規分布曲線４２）の不良品平均値であ
るＭＮＧから６σＮＧを減算した位置を上限の良品判定基準に設定することができる。
【００６９】
　発明者等の実験によれば、良品計量値（図１の正規分布曲線４０）の分布において、不
良品計量値の分布（図１の正規分布曲線４１）の不良品平均値であるＭＮＧ＋６σＮＧを
下限の良品判定基準、不良品計量値の分布（図１の正規分布曲線４２）の不良品平均値で
あるＭＮＧ－６σＮＧを上限の良品判定基準に設定すれば、「不良品を良品であると判定
してしまう」ことを撲滅すること、すなわち、「不良品の良品判定」を撲滅する（＝統計
的にゼロにする）ことが可能であった。
【００７０】
　以上に説明した方法によれば、図６、図７図示のような手法、すなわち、良品計量値（
例えば、図１の正規分布曲線４０）の分布において、良品計量値の分布（図１の正規分布
曲線４０）における良品平均値であるＭＧに対して良品標準偏差σＧの正数倍を加算ある
いは減算することによって下限の良品判定基準（ＭＧ－σＧの正数倍）と、上限の良品判
定基準（ＭＧ＋σＧの正数倍）とを設定する手法に比較すれば、良品であるにもかかわら
ず、「不良品である」と判定される検査対象物の数が多くなるが、「不良品を良品である
と判定してしまう」ことを撲滅すること、すなわち、「不良品の良品判定」を撲滅する（
＝統計的にゼロにする）ことが可能になる。
【００７１】
　前記では、良品判定基準設定装置２におけるコンピュータの処理動作部である判定基準
設定処理手段２７によって、良品計量値の分布（正規分布曲線４０）において、不良品計
量値の分布（正規分布曲線４１）の不良品平均値であるＭＮＧ＋ｋσＮＧ（ｋは正数）を
下限の良品判定基準、不良品計量値の分布（正規分布曲線４２）の不良品平均値であるＭ

ＮＧ－ｋσＮＧ（ｋは正数）を上限の良品判定基準に設定する処理を行ったが、図１又は
図２のように、良品判定基準設定装置２のＣＲＴ画面２５に画像表示された良品計量値の
分布と不良品計量値の分布との比較表示に基づいて、良品判定基準設定装置２を操作して
いる者が、画面上で、良品計量値の分布（正規分布曲線４０）から、不良品計量値の分布
（正規分布曲線４１）の上限と、不良品計量値の分布（正規分布曲線４２）の下限に相当
する位置をそれぞれ下限の良品判定基準、上限の良品判定基準に設定する処理を行うよう
にすることもできる。
【００７２】
　前述したように、画像表示手段２４、画像表示手段１１によって、良品平均値ＭＧから
、良品標準偏差σＧの整数倍が加算あるいは減算される領域毎、不良品平均値ＭＮＧから
、不良品標準偏差σＮＧの整数倍が加算あるいは減算される領域毎に色彩を異ならせて画
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像表示することができるので、良品判定基準設定装置２を操作している者が、画面上で、
下限の良品判定基準、上限の良品判定基準を容易に設定することができる。
【００７３】
　図３は、良品（図１に符号４０で表されている正規分布曲線であって、粉ミルクの上に
置かれているスプーンの本数が正規の１本の場合）の正規分布曲線４０を直線状に表した
線分４３と、不良品（粉ミルクの上に置かれているスプーンの本数が正規の本数である１
本－１＝０の場合）の正規分布曲線を直線状に表した線分４５と、不良品（粉ミルクの上
に置かれているスプーンの本数が正規の本数である１本＋１＝２の場合）の正規分布曲線
を直線状に表した線分４４が画面上に表されている状態を説明するものである。線分４３
の下限と線分４５の上限とを良品判定基準設定装置２の処理動作部が比較して下限の良品
判定基準を設定し、線分４３の上限と線分４４の下限とをコンピュータの処理動作部が比
較して上限の良品判定基準を設定するようにすることもできるし、良品判定基準設定装置
２を操作している者が、画面上で、下限の良品判定基準、上限の良品判定基準を設定する
こともできる。
【００７４】
　なお、以上に説明した良品判定基準設定装置２に、更に、コンピュータの処理動作部か
らなる判定処理精度比較判定手段２６を配備しておき、当該判定処理精度比較判定手段２
６によって、前記のように設定された下限の良品判定基準（不良品計量値の分布（正規分
布曲線４１）の不良品平均値であるＭＮＧ＋ｋσＮＧ（ｋは正数））及び／又は上限の良
品判定基準（不良品計量値の分布（正規分布曲線４２）の不良品平均値であるＭＮＧ－ｋ
σＮＧ（ｋは正数））を、新規に使用開始される画像検査装置に最初から設定されている
良品判定基準（一般的には、良品平均値であるＭＧ±σＧの正数倍）と比較し、当該新規
に使用開始される画像検査装置による良品判定の精度を確認する処理を行わせることもで
きる。
【００７５】
　すなわち、新しい画像検査装置１を用いて実際に検査対象物１００の検査を開始する前
に、当該新しい画像検査装置１に最初から設定されている良品判定基準がどの程度のもの
であるか、すなわち、当該新しい画像検査装置１による良品判定の精度を、良品判定基準
設定装置２によって確認することができ、この工程を、前述した本発明による検査装置の
良品判定基準設定方法、画像検査装置の良品判定基準設定方法に追加することができる。
【００７６】
　以上、画像検査装置１における良品判定基準設定方法及び、画像検査装置１における良
否判定基準設定装置２によれば、検査対象物１００の画像を取り込むＣＣＤカメラ１０２
によって取り込んだ画像信号から得た検査計量値を基に検査対象物１００の良否を判定す
る画像検査装置１において、「不良品を良品であると判定してしまう」こと、すなわち、
「不良品の良品判定」を撲滅する（＝統計的にゼロにする）という品質管理上の目的を達
成可能にする良品判定基準（検査対象物１００が良品であるか不良品であるかを判定する
良品判定基準）を設定することができる。
【００７７】
　次に、本発明による画像検査装置１の判定処理精度判定方法及び、画像検査装置１にお
ける判定処理の精度を判定する判定処理精度判定装置３を説明する。
【００７８】
　この判定処理精度判定方法、判定処理精度判定装置３は前述した画像検査装置１が、い
ったん設定された良品判定基準の精度を維持し続けているかどうか、検査を行っている過
程で自己診断できるようにするものである。
【００７９】
　例えば、検査を継続している過程で、ＣＣＤカメラ１０２の光源が経時劣化したことな
どに起因する光量低下、レンズの汚れ、ＣＣＤカメラ１０２の取り付けのがた、検査対象
物１００を搬送している搬送コンベア１０１のノッキングやガイドのズレ、各種装置を接
続する通信ケーブルのノイズ、などによって判定精度に変動が生じると、これらの外乱に
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起因して画像検査装置１の判定精度に変動が生じることがあるが、画像検査装置１に初期
設定されていた判定精度が維持されているか否かを、検査を行っている過程で自己診断で
きるようにするものである。
【００８０】
　本発明の、画像検査装置１における判定処理精度判定方法においては、まず、検査対象
物１００として複数の良品（例えば、検査対象物１００である円筒状ミルク缶の内部に装
填された粉ミルクの上に置かれているスプーンの本数が正確な本数である１本）を用い、
画像検査装置１のＣＣＤカメラ１０２によって取り込んだ画像信号から得た複数の良品計
量値が正規分布で表されると仮定して、良品平均値ＭＧと、良品標準偏差σＧとを求める
処理が行われる。
【００８１】
　この処理は、判定処理精度判定装置３におけるコンピュータの処理動作部である良品平
均値・標準偏差演算手段３１によって行われ、求められた良品平均値ＭＧと、良品標準偏
差σＧ、良品分布はデータとして記憶部に保存される。
【００８２】
　判定処理精度判定装置３には、コンピュータの処理動作部である良品平均範囲設定手段
３２が更に備えられている。この良品平均範囲設定手段３２によって、判定処理精度判定
装置３の記憶部に格納されているデータに基づいて、良品平均値・標準偏差演算手段３１
によって求められた良品平均値ＭＧを中心として良品平均範囲が予め定められている範囲
に設定される。こうして設定された良品平均範囲も判定処理精度判定装置３の記憶部に格
納される。
【００８３】
　また、判定処理精度判定装置３には、コンピュータの処理動作部である良品標準偏差範
囲設定手段３３が更に備えられている。この良品標準偏差範囲設定手段３３によって、判
定処理精度判定装置３の記憶部に格納されているデータに基づいて、良品平均値・標準偏
差演算手段３１によって求められた良品標準偏差σＧを中心として良品標準偏差範囲が予
め定められている範囲に設定される。こうして設定された良品標準偏差範囲も判定処理精
度判定装置３の記憶部に格納される。
【００８４】
　更に、判定処理精度判定装置３は、コンピュータの処理動作部である検査平均値・標準
偏差演算手段３４を備えている。検査平均値・標準偏差演算手段３４は、画像検査装置１
複数の検査対象物１００を検査している際に、ＣＣＤカメラ１０２によって取り込んだ画
像信号から得た複数の検査計量値が正規分布で表されると仮定して、検査平均値ＭＳと、
検査標準偏差σＳとを演算する処理を行う。
【００８５】
　この判定処理精度判定装置３の演算処理によって求められた検査平均値ＭＳ、検査標準
偏差σＳ、検査計量値分布は、それぞれ判定処理精度判定装置３の記憶部に格納される。
【００８６】
　判定処理精度判定装置３は、画像表示手段３５を備えており、前記のように検査平均値
ＭＳ、検査標準偏差σＳを求めた検査対象物の分布を、図２図示のような正規分布曲線や
、これを直線状に表示した図２図示の線分４３のように、判定処理精度判定装置３のＣＲ
Ｔ画面３６に表示することができる。
【００８７】
　判定処理精度判定装置３は、コンピュータの処理動作部である良品平均値・検査平均値
比較処理手段３７を備えている。この良品平均値・検査平均値比較処理手段３７によって
、前記のように良品平均範囲設定手段３２により設定されていた良品平均範囲と、検査平
均値ＭＳとが比較される処理が行われる。
【００８８】
　また、判定処理精度判定装置３は、コンピュータの処理動作部である良品標準偏差・検
査標準偏差比較処理手段３８を備えている。この良品標準偏差・検査標準偏差比較処理手
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段３８によって、前記のように良品標準偏差範囲設定手段３３により設定されていた良品
標準偏差範囲と、前記検査標準偏差σＳとが比較される処理が行われる。
【００８９】
　図４は、検査平均値・標準偏差演算手段３４によって検査平均値ＭＳ、検査標準偏差σ

Ｓが求められた検査対象物の分布を、判定処理精度判定装置３のＣＲＴ画面３６に、画像
表示手段３５により直線状の線分として表示したものであるが、この線分の下限値、上限
値がそれぞれ良品平均範囲におさまっているかどうかによって、良品平均値・検査平均値
比較処理手段３７により、検査平均値ＭＳと、検査平均値ＭＳとを比較する処理を行うこ
とができる。
【００９０】
　同様にして、良品標準偏差・検査標準偏差比較処理手段３８により、良品標準偏差範囲
設定手段３３により設定されていた良品標準偏差範囲と、前記検査標準偏差σＳとを比較
する処理を行うことができる。
【００９１】
　良品平均値・検査平均値比較処理手段３７によって、良品平均範囲と、前記検査平均値
ＭＳとを比較することにより、検査計量値のドリフトを把握することができる。また、良
品標準偏差・検査標準偏差比較処理手段３８によって、良品標準偏差範囲と、前記検査標
準偏差σＳとを比較することにより、検査計量値のバラツキを把握することができる。そ
こで、良品平均値・検査平均値比較処理手段３７と、良品標準偏差・検査標準偏差比較処
理手段３８とのいずれか一方のみを備えている形態にすることもできるし、両方を備えて
いる形態にすることもできる。
【００９２】
　このような画像検査装置１における判定処理の精度を判定する判定処理精度判定装置３
により前述した画像検査装置１の判定処理精度判定方法を実行することにより、検査計量
値のドリフト、検査計量値のバラツキを把握し、検査を行っている過程でＣＣＤカメラの
レンズの汚れなどの外乱によって生じた判定精度の変動を把握し、初期に設定された判定
制度が維持されているかどうかを判定することができる。
【００９３】
　前述した判定処理精度判定装置３において、更に、コンピュータの処理動作部からなる
警告情報生成処理部３９をも備えている構成にし、前記の良品平均値・検査平均値比較処
理手段３７、又は、良品標準偏差・検査標準偏差比較処理手段３８、或いはこれらの双方
による判定処理の結果、検査平均値ＭＳが良品平均範囲を逸脱している、又は、検査標準
偏差σＳが良品標準偏差範囲を逸脱している、あるいはこれらの双方である場合に、警告
情報生成処理部３９の処理動作によって、判定処理精度判定装置３のＣＲＴ画面上に画像
情報で警告を出力する、あるいは判定処理精度判定装置３の情報出力部から音声情報で警
告情報を出力する構成にすることができる。
【００９４】
　このようにして、画像検査装置１に対して初期に設定された判定精度が維持されていな
いようになったならば、直ちにそれを把握し、必要な対処をとれるようになる。
【００９５】
　更に、前記の良品平均値・検査平均値比較処理手段３７、良品標準偏差・検査標準偏差
比較処理手段３８は、所定の期間に所定の回数、例えば、一操業日あたりに一回、前記の
比較判定処理を行うように動作させ、一方、判定処理精度判定装置３には、更に、コンピ
ュータの処理動作部からなる判定情報記録部３０をも備えている構成にして、良品平均値
・検査平均値比較処理手段３７、良品標準偏差・検査標準偏差比較処理手段３８で日々行
われた比較判定処理の結果を記録（日報）として判定処理精度判定装置３の記憶部に登録
させておくようにすることができる。
【００９６】
　判定処理精度判定装置３の記憶部に記録されているこの記録（日報）は、必要に応じて
、判定処理精度判定装置３の情報出力手段から印刷して取り出せるようにしておけば、画
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像検査装置１が初期に設定された判定精度の下で継続して検査を行っていたかどうかを後
に確認することができる。
【００９７】
　以上の説明では、画像検査装置１、良品判定基準設定装置２、判定処理精度判定装置３
がそれぞれ別個独立のコンピュータから構成されている場合を説明したが、コンピュータ
からなる画像検査装置１が、前述した各処理動作を行う良品平均値・標準偏差演算手段２
１、不良品平均値・標準偏差演算手段２２、分布状態画像表示手段２３、画像表示手段２
４、判定処理精度比較判定手段２６、判定基準設定処理手段２７、判定情報記録部３０、
良品平均値・標準偏差演算手段３１、良品平均範囲設定手段３２、良品標準偏差範囲設定
手段３３、検査平均値・標準偏差演算手段３４、良品平均値・検査平均値比較処理手段３
７、良品標準偏差・検査標準偏差比較処理手段３８、警告情報生成処理部３９を備えてい
るようにし、前述した良品判定基準設定方法、判定処理精度判定方法をも実行する画像検
査装置にすることもできる。
【００９８】
　以上、添付図面を参照して本発明の好ましい実施例を説明したが、本発明はかかる実施
例に限定されるものではない。例えば、検査対象物の重量を検査することによって「適正
な重量範囲内にある検査対象品」（良品）と、「適正な重量範囲外にある検査対象品」（
不良品）とを判定する検査装置、検査対象物のサイズを検査することによって「適正なサ
イズ内にある検査対象品」（良品）と、「適正なサイズ外にある検査対象品」（不良品）
とを判定する検査装置など、種々の検査装置に本発明を適用することが可能である。
【符号の説明】
【００９９】
１　　画像検査装置
１１　画像表示手段
１２　ＣＲＴ画面
２　　良品判定基準設定装置
２１　良品平均値・標準偏差演算手段
２２　不良品平均値・標準偏差演算手段
２３　分布状態画像表示手段
２４　画像表示手段
２５　ＣＲＴ画面
２６　判定処理精度比較判定手段
２７　判定基準設定処理手段
３　　判定処理精度判定装置
３１　良品平均値・標準偏差演算手段
３２　良品平均範囲設定手段
３３　良品標準偏差範囲設定手段
３４　検査平均値・標準偏差演算手段
３５　画像表示手段
３６　ＣＲＴ画面
３７　良品平均値・検査平均値比較処理手段
３８　良品標準偏差・検査標準偏差比較処理手段
３９　警告情報生成処理部
３０　判定情報記録部
４０　良品の正規分布曲線（スプーンの本数が１本）
４１　不良品の正規分布曲線（スプーンの本数が０本の場合）
４２　不良品の正規分布曲線（スプーンの本数が２本の場合）
４３　良品の正規分布曲線４０を直線で表示した線分
４４、４５　不良品の正規分布曲線を直線状に表した線分
１００　検査対象物
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１０１　搬送コンベア
１０２　ＣＣＤカメラ
１０３　ピンホールレンズ
１０４　近赤外線ＬＥＤ
１０５　リング型照明
１０６　拡散板
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